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電池・キャパシタのセル解体調査

電池構成部材の分析解析方法

様々な種類のセル、電池・キャパシタに対応します。
開発品について対応いたしますので、是非、ご相談ください。

解体可能な電池の種類

Ｘ線透視撮影・Ｘ線CTによる内部構造調査
（安全にかつ部材損傷を最小限に防ぎます）

電池解体調査フロー

電池解体作業
（Ａｒグローブボックス/ドライルーム内）

当社では、アルゴン（Ａｒ）グローブボックスおよびドライルームの利用により、電池やキャパシタ
の解体全工程を極低露点環境下で実施可能です。
さらに、大気非暴露での化学分析、物理分析までの一貫して対応いたします。

電極やセパレータなどのセル構成部材の
損傷を最小限に抑え、かつ安全に解体を行う
ために、解体作業前に内部構造を調べます。

電池構成部材の採取
（外装材含め全部材対象）

断面SEM超音波溶接状態調査タブリード

SEM、顕微ラマン

FIB-SEM、CP-SEM断面構造解析

XPS表面状態解析

FIB、断面Arミリング断面構造解析

層構成

FT-IR、GC-MS成分分析添加剤
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手法

電極の結晶構造、成分同定
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市販電池の電池部材調査や、膨れや発煙・発火などの不具合電池の原因を調べるための解体調査を行います。

当社解体調査の特徴

■ 円筒型
■ 車載角型
■ ラミネート型
■ コイン型

形状

■ リチウムイオン電池 （LIB）

■ 電気二重層キャパシタ （EDLC）

■ リチウムイオンキャパシタ （LIC）

■ その他

■ 有機樹脂製セル

ラミネート、
プラスチック 他

■ 金属缶セル

SUS，Ａｌ他

電池の種類材質

Ａｒグローブボックス（露点‐80℃以下）

解体電池の例 解体電池から採取の黒鉛負極

充放電特性試験
（ご要望に応じて）

当社の化学分析および物理解析技術をフルに活用し、あらゆる部材の調査
に対応いたします。
解体電池から分析・解析までの一貫の工程全ての大気非暴露対応可能

ですので、リチウム（Ｌｉ）金属など反応性が高く、変質しやすい材料の調査も
可能です。

サンプル採取

放電状態

充電状態

＜解体作業標準例＞
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